
　
平
成
25
年
度
の
宇
都
宮
市
の
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
11
月
30
日
に
議
員

協
議
会
室
で
、
市
執
行
部
と
の
意
見
交
換
会
（
座

長
・
熊
本
幹
事
長
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
予
算
化

要
望
に
関
連
し
て
意
見
交
換
を
行
う
の
は
初
め
て

の
試
み
で
す
。

　
12
月
議
会
前
の
こ
の
時
期
に
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
理
由
は
、
市
で
は
予
算
編
成
作
業
の
途
中

で
は
あ
る
も
の
の
、
わ
が
会
派
の
要
望
を
来
年
度

予
算
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
政
策
の
今
後
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
率
直
に
意
見
を
交
わ
す
こ

と
で
本
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
方
向
性
を
共
有
し
、

政
策
の
実
現
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
先
ず
は
じ
め
に
、
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

所
管
部
長
の
概
要
説
明
の
後
、
意
見
交
換
を
実
施

し
ま
し
た
。
一
つ
目
の
「
中
小
企
業
の
経
営
、
技

術
革
新
の
促
進
」
で
は
、
金
融
円
滑
化
法
へ
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
二
つ
目
の
「
健
康
づ
く
り
の

推
進
」
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
、
三
つ
目
の

「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
拠
点
の
形
成
」

で
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
重
点
要
望
事
項
の
中
か
ら
、
「
公
共

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
活
動

拠
点
の
充
実
」
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
派
所
属
議
員
か
ら
も
積
極
的
に
意

見
が
出
さ
れ
、
非
常
に
有
意
義
な
意
見
交
換
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
の
形
式
は
、
わ
が
会
派
と
し

て
も
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
政

策
実
現
の
試
金
石
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
で
も
、
様
々
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
活
動
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
宇
都
宮
市
が
「
元
気
で
活
力
の
あ

る
ま
ち
」
に
な
る
よ
う
、
会
派
所
属
議
員
全
員
で

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



　
宇
都
宮
市
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、
平
成
23
年
９
月
に

策
定
し
た
「
宇
都
宮
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
「
市
民
一
人
１
日
当
た
り
約
50
ｇ
、
卵
１
個
分
の
ご
み
の

減
量
」
を
目
標
に
、
現
在
、
様
々
な
３
Ｒ
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
自
由

民
主
党
議
員
会
で
も
、
ご
み
の
減
量
化
は
重
要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
併
せ
て
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　生ごみ処理機には、電動式生ごみ処理機とコンポスト容器があり、コンポスト容器には下記のような地上式のほか、屋内でも設置可能な密閉式や段

ボールコンポストセットなどがあります。

　宇都宮市では、生ごみの減量化・資源化を図るため、これらの生ごみ処理機の購入費の一部を補助しています。

◇補助金額　購入価格の２分の１。

　　　　　　・コ ン ポ ス ト 容 器：１基につき上限�　5,000円（１世帯につき３基まで）。

　　　　　　・電動式生ごみ処理機：１台につき上限�30,000円（１世帯につき１台まで）。

◇申請方法　生ごみ処理機を購入後、ごみ減量課・地域自治センター・地区市民センター・出張所に置いてある申請書（市ホームページからも取り出し可）

に、領収証などを添付して、直接または送付で〒320-8540市役所ごみ減量課、または直接地域自治センター・地区市民センター・出張所

　
宇
都
宮
市
の
焼
却
ご
み
量
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分

別
収
集
が
開
始
さ
れ
た
平
成
22
年

度
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
７，

４
０
０
ト
ン
減
少
し
ま
し
た
が
、

平
成
23
年
度
は
、
22
年
度
と
比
較

し
て
３，

８
０
０
ト
ン
増
加
し
ま

し
た
。
（
図
１
）

　
平
成
23
年
度
の
宇
都
宮
市
の
ご

み
処
理
費
用
は
、
市
民
一
人
当
た

り
年
間
約
１
万
１
５
０
０
円
も
か

か
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
の
焼

却
ご
み
量
は
、
昨
年
度
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
ま
ま
焼
却
ご
み
が
増
加

す
る
と
、
ご
み
処
理
に
係
る
施
設

の
建
設
を
早
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
な
ど
、
更
な
る
費
用
負
担
が
生

じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
わ
た
し
た

ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
日
々
の

生
活
の
中
で
、
意
識
を
高
め
、
身

近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
宇
都
宮
市
で
は
、

図
２
の
よ
う
に
未
だ
焼
却
ご
み
に

多
く
含
ま
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
や
紙
類
の
更
な
る

分
別
徹
底
を
図
る
た
め
、
各
地
域

の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
と
連
携
し
、

「
分
別
講
習
会
」
や
「
分
別
・
排

出
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
・
個
別
指
導
」
を
重

点
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

幅
広
く
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や

３
Ｒ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
、
環
境
に
配
慮
し

た
行
動
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
小

学
校
４
年
生
の
社
会
科
補
助
教
材

「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
ご
み
」

の
作
成
や
環
境
出
前
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
生
ご
み
水
切
り
の

励
行
」
や
「
生
ご
み
の
堆
肥
化
」

に
つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
講

習
会
な
ど
多
様
な
機
会
や
場
を
捉

え
て
、
普
及
促
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
つ

い
て
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
動
式

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
す
る

助
成
制
度
も
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
、
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。



　
―
中
小
企
業
支
援
を
中
心
と
し

た
本
市
の
経
済
対
策
、
雇
用
対
策

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

佐
藤
市
長
　
本
市
独
自
の
制
度
融

資
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
な
ど
積
極
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
雇

用
対
策
で
は
「
就
職
困
難
者
雇
用

将
励
金
」
の
充
実
な
ど
を
通
じ
、

雇
用
と
就
労
の
支
援
に
努
め
て
い

く
。
　
―
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
の
社
会

実
験
に
当
た
り
、
運
行
ル
ー
ト
の

確
保
や
安
全
対
策
は
。
ま
た
、
商

店
街
と
の
連
携
の
考
え
は
。

佐
藤
市
長
　
運
行
ル
ー
ト
等
に
つ

い
て
は
利
用
者
や
地
域
住
民
の
意

向
を
十
分
把
握
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
安
全
確
保
対
策
を
講
じ
て

い
く
。
ま
た
、
買
い
物
ク
ー
ポ
ン

券
の
発
行
な
ど
、
商
店
街
と
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

◆
中
心
市
街
地
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

①
中
心
商
店
街
に
お
け
る
自
転

車
対
策
に
つ
い
て

②
都
心
部
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て

③
都
市
緑
化
の
推
進
に
つ
い
て

◆
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

①
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

②
自
治
会
加
入
促
進
と
活
性
化

に
つ
い
て

③
各
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
教
育
政
策
に
つ
い
て

①
心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

②
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

◆
重
度
心
身
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　
―
「
都
市
農
業
は
産
業
の
柱
」
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て

担
い
手
を
育
成
・
確
保
し
、
継
続

す
る
農
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

佐
藤
市
長
　
農
業
所
得
の
向
上
と

と
も
に
、
経
営
資
源
や
就
農
者
の

情
報
一
元
化
、
継
承
に
係
る
各
種

手
続
や
継
承
後
の
継
続
的
な
支
援

な
ど
、
円
滑
な
経
営
の
継
承
に
向

け
た
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

　
―
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
は

み
ん
な
の
願
い
。
高
齢
者
が
容
易

に
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
社
会

づ
く
り
も
必
要
。
健
康
寿
命
の
延

伸
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

佐
藤
市
長
　
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
は
、
本
市
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
上
で
、
大
変
重
要
。
運

動
事
業
の
充
実
と
と
も
に
、
食
生

活
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を

促
す
新
た
な
取
組
と
し
て
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
「
さ
と
う
栄
一
」
の
政
策
に
つ
い
て

①
都
市
機
能
の
前
進
に
つ
い
て

②
公
共
交
通
の
網
羅
に
つ
い
て

③
人
間
力
の
向
上
に
つ
い
て

④
収
入
の
向
上
に
つ
い
て

⑤
街
が
お
も
し
ろ
い
に
つ
い
て

⑥
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

◆
予
算
化
要
望
に
つ
い
て

◆
防
災
・
減
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
つ
い
て

◆
市
税
に
つ
い
て

①
わ
が
ま
ち
特
例
制
度
に
つ
い
て

②
法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て

③
市
街
化
区
域
農
地
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て

④
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

　市民の方から本紙をはじめとす
る当会の活動等に関する数多くの
ご意見・ご要望等が寄せられてい
ます。下記にその一部をご紹介し
ます。

・自治基本条例の件ですが市民が
市政に参加する権利が認められ
ているというのは良い事なので
すが外国人も市民になってしま
うのではないかと思います。し
かし、反日感情を持った外国人
も沢山いるので条例の見直しが
必要になるのではないかと思い
ます。宇都宮市はもちろんのこ
とですが全国の自民党支部にも
呼びかけてほしい。　35歳女性
・先日、西川田の新スポーツゾー
ンに関する構想が発表されまし
たが厳しい財政状況や栃木ＳＣ
の観客動員数などを総合的に判

断した結果の兼用とのことです
が新スタジアムは陸上競技場で
すのでサッカー場としては魅力
がありません、県グリーンスタ
ジアムを改修して使用した方が
建設費用も比較的低額で済むと
思いますのでその方がよいと思
います。　　　　　　30歳男性
・福島県から栃木県に避難してい
るのですが国の原発対策があま
りにも遅く感じられます。自民
党に頑張ってもらって早く福島
県を助けてほしい！市議会の方
からも国に対して早く原発対策
をするように要望を出してほし
い。　　　　　　　　54歳男性
・平出工業団地の処分場建設の件
ですが確かに少し不安はありま
すがきちんと検査をして安全な
ものを建設してください。
　　　　　　　　　　　70歳女性

　今後とも、多くのご意見・ご要
望をお寄せください。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
全

国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
参
加
に
合
わ
せ
て
、
昨
年
10

月
10
日
か
ら
12
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
、
松
山
市
、
尾
道
市
、
倉
敷

市
を
訪
れ
、
各
地
域
の
先
進
的
な

取
り
組
み
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
片
山

善
博
前
総
務
大
臣
の
基
調
講
演
に

続
い
て
、
地
方
議
会
に
お
け
る
政

策
形
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
有
識

者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
活
性
化
や
住
民
要
望
に

応
え
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」
、

議
員
（
政
治
）
の
質
の
向
上
な
ど

考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

　
尾
道
市
で
は
、
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
と
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
で
も
空
き
家
対
策
は

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
他
都
市
の
例
も
検
証

し
な
が
ら
実
施
に
向
け
検
討
を
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
倉
敷
市
は
平
成
22
年
に
「
お
も

て
な
し
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を
策

定
、
美
観
地
区
の
道
路
舗
装
に
関

し
て
も
地
域
住
民
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は

一
度
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
市
民
の

力
で
動
き
出
す
の
で
、
年
間
50
万
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　宇都宮市議会は12月定例会で、一般会計補正予算案など執行部

提出の議案31件、委員会案１件、議員案２件を原案通り可決しま

した。

　12月７日の本会議で、３期目当選を果たした佐藤栄一市長が市

政運営に対する所信を表明。

　この中で、佐藤市長は、東日本大震災・福島第一原発事故によ

る被災者の避難生活の長期化、急速な円高の進行などから「先行

きの不透明感や不安がますます広がりを見せている」とし、「明

るく確かな未来を切り拓くことができるよう、今講ずべき真に必

要な施策を見極め、限りある行政経営資源の有効活用を図りなが

ら、市民生活の安定化や地域経済の発展に向け取り組んでいく」

と所信を表明しました。

　12月定例会で可決した議案は次の通りです。

●専決処分した事件の承認について　　＝12月7日に承認

●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について

●平成24年度宇都宮市一般会計補正予算（第４号）

奈坪川トンネル整備工事における債務負担行為の限度額変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝以上、12月7日に可決

●平成24年度宇都宮市一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出それぞれ８億7,348万５千円を追加計上し、予算総

額を1,842億4,870万６千円に補正しようとするもの

内容は、震災特例法による個人市民税の税額更正に伴う過誤

納還付金の追加、生活保護受給者の増加に伴う生活保護費の

追加、障がい者の施設利用数の増加に伴う農林公園管理費及

び地域交流館管理費を追加など

　　　　　　　ほか26議案　＝以上、閉会日の12月27日に可決

【委員会案】

●宇都宮市議会会議規則の一部改正

【議員案】

●宇都宮市議会政務調査費の交付等に関する条例等の一部改正

●人権擁護委員候補者の推薦の諮問に対する答申について

　　　　　　　＝以上、閉会日の12月27日に可決

　12月定例会で、以下の陳情を採決しました。

●宇都宮市悠久の丘斎場の管理運営を見直してほしい旨の陳情

　ダイオキシン削減のため、火葬炉のプログラム、管理マニュ

アルなどの見直し等を求めるもの。�

　　→不採択（改革、共産は不採択に反対）

●北西部地域活性化の実現を図るための陳情

　北西部地区の地域振興策として、①都市空間形成の基本方針

と都市マスタープランにおける地域別構想の再構築など、ネッ

トワーク型コンパクトシティの形成②子どもから高齢者の住民

の交流と健康増進が図れるような複合型総合体育館の整備③宇

都宮インター周辺の機能充実と活力ある拠点整備が行えるよう、

地域性を活かした周辺の規制緩和の実施―を求めるもの。

　　→採択（維新、みんなは採択に反対、改革、共産は退席）

　会派の活動や市の施策に対する考え方などを中心に、詳しく
掲載しております。
　また、イベント情報なども掲載しておりますので、ぜひ、ホ
ームページを覗いてみてください。


